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住宅ローンの信用コスト管理について

１ 信用コストの計算

デフォルト率
（保守的調整）

デフォルト時
損失率

（保守的調整）
信用コスト× ＝

２ 重要な管理すべき指標

○ 年度別、商品別、経過年別、地域別等のデフォルト率

○ 年度別、商品別、地域別、デフォルト年度別等のデフォルト時損失率 等

※デフォルト率：期初の非デフォルト債権のうち年度内にデフォルト（代位弁済）した債権数の割合

※デフォルト時損失率：代位弁済債権のうち回収が完了した債権の非回収額の割合

※保証料は、信用コストに経費率等を加えて計算

１ 設定の考え方
○ 信用コストは、デフォルト率（PD)、デフォルト時損失率（LGD)の実績率（媒介業務4年間）の平

均をベースに計算し保守的な調整を加えた上で算出。
○ 現在の保証料率で、デフォルト率の経年変化想定をカバーできる見込み。

２ 重要指標の継続的なモニタリング
○ PD、LGD等について保証会社のみならず、ゆうちょ銀行においてもモニタリングを行う。モニタ

リング結果を踏まえ、両者で協議を行い、必要に応じ、審査方針、保証料率等各種調整を行うこと
により、信用コストを管理。
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○ 貸出金利においては、基準金利（市場金利）、貸付けに係る経費率、信用コスト等を確保する金利水準を設定
（このルールは、優遇金利を設定する場合においても同じ。）。

○ 信用コストについては、セグメント商品・基本プランの別に信用コストを算出して設定。

○ 新規業務開始後の金利に関しては、民営化委員会にもご報告申し上げたい。

【住宅ローンの金利構造】

ゆうちょ銀行の貸出金利について

貸付けに係る経費率

団体信用生命保険料

基準金利
（市場金利）

信用コスト（保証料）

対顧客金利

貸付けに係る経費率

団体信用生命保険料

基準金利
（市場金利）

信用コスト（保証料）

【基本プラン】 【セグメント】

対顧客金利

信用コストは、基本
プランとセグメント
の別に設定

下限

ゆうちょ銀行との取引関係に応じて、店
頭表示金利から一定率を控除。

中古物件等の要件に応じて店頭表示金
利に一定率を加算

中古物件等の要件に応じて店頭表示金
利に一定率を加算
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延滞発生

お支払の
ご案内

支払相談

ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

ローン取扱集中店

ローン取扱営業店

（82店舗）
ロ
ー
ン
シ
ス
テ
ム

延
滞
情
報

債権管理体制各種ご相談体制

支払相談・ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

（誘
導
）

債権管理態勢

ローン取扱集中店

○ ローン取扱集中店に債権管理担当班を設置し対応。外部経験者・媒介業務にて債権管理業務を経験した
社員を含め4人を配置（開始時）。お客さまからの支払相談に対し、カウンセリングを実施し、必要に応じて返
済条件緩和措置等の金融円滑化対応を行う。（延滞発生時も同様）

○ ローン取扱営業店（８２店舗）においてもお客様のご相談に真摯に応じつつ、必要に応じローン取扱集中店
を案内。

○ 延滞が継続した場合には、電話、文書による督促、現地調査を行い、延滞債権の回収を図る。

お客さまお客さま

電話督促

文書督促

現地調査
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法人向け貸付け業務の審査について

○ 既存のシローンや貸出債権のセカンダリ取得に係る業務であっても、十分な審査を行わなければならないのは
当然。
（参考） 金融検査マニュアル等においても、シローンの参加者は借入人の実態を適切に把握し融資判断を行うこ

とを要請されている。

ゆうちょ銀行 本社

融資部審査室

法
人
の
お
客
さ
ま市場管理部

②リスク評価・格付取得
①案件発掘・
顧客との接点③格付取得

⑤審査

承認 否決

⑨融資実行

⑩管理

⑧報告

⑥謝絶

⑫期中管理（自己査定） ⑪モニタリング

⑬期日回収

⑭延滞

⑯償却

⑮督促、保証履行 等

報
告

記録

④稟議

リスク管理
統括部

連携

⑥契約書作成・契約

（ミドル） （ミドル） （フロント）

（バック）

⑦契約締結

（１０＋３人）

シローンでは顧客との間
にアレンジャーが存在

【案件発掘・顧客のスクリーニング等】
シローンにおいてはアレンジャーが実施
→ 相対貸付け業務開始後は自ら実施

【格付付与】

【定量評価】
統計的手法により選択した指標及び算式（財務定量
モデル）を使用して、財務データを基に、信用力を定

量的に評価

【債務者区分スクリーニング】
「正常先」又は「要注意先以下」のスクリーニングを実施

【定性評価】
「正常先」については、財務デー
タ等に表れにくい定性的な要素
（経営者や事業基盤における将来
性の評価等）など、補完的な評価
をし、取引先毎の実態判断を踏ま
え、格付を調整 →格付付与

貸出審査に当たっては、与信先の信用状況につい
て、財務・経営状況、市場指標、資金使途、資金繰り
等を詳細に分析し、実態把握を行い、返済能力を慎
重に判断し、貸出実行の要否を決定

【貸出審査】

「要注意先
以下」につ
いては、債
務者区分と
の整合的な
格付付与
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